
第20回アジア競技大会（名古屋）　
ウェイトリフティング競技において
医療救護のために診療所を受診されたアスリートの方へ
（臨床研究に対するご協力のお願い）

聖マリアンナ医科大学では、上記の内容で受診された方の診療情報（カルテ情報）を使用して臨床研究を実施いたしております。本研究に該当する可能性のある方のご協力をお願いいたします。この研究を実施することによるアスリートの方への新たな負担は一切ありません。また皆様のプライバシー保護については最善を尽くします。本研究は聖マリアンナ医科大学生命倫理委員会（臨床試験部会）にて審議され学長の許可を得て実施しております。
本研究への協力を望まれない方は2026年10月31日までに問い合わせ先までご連絡をお願いします。	Comment by kensuiPCHP02: 拒否の機会の期限はいつまでなのか明記することをご検討ください。	Comment by kensuiPCHP02: 「本研究は聖マリアンナ医科大学生命倫理委員会（臨床試験部会）にて審議され学長の許可を得て実施しております。」の記載を追記ください。

【研究課題名】
[bookmark: _Hlk75263827]　　第20回アジア競技大会（名古屋）ウェイトリフティング競技における
アスリートへの医療救護活動の実態調査研究

【研究の目的】
　　第20回アジア競技大会（名古屋）ウェイトリフティング競技の競技運営期間において出場選手への医療・救護活動を行う際に、過去の同規模の大会における医療救護活動に関するデータがほとんどありませんでした。そこで、今後の安全かつ確実な医療救護活動の為には、活動の実態を調査して報告を行うことが重要と考え、本研究を立案しました。

【対象となる方】
第20回アジア競技大会（名古屋）期間中において練習・競技会場での医療・救護活動を必要とした方。

【使用する診療情報】
1 診察したアスリートの　性別　年齢　国籍　階級
2 会場（練習場or競技場）、発症時状況（競技中or休息中）、
3 主訴、バイタルサイン、身体所見
4 使用物品
5 後方支援医療機関への紹介の有無

【研究期間】
　　承認後～2027年3月31日

【個人情報の保護】
利用する情報からは、お名前、競技者IDなど、個人を特定出来る個人情報は削除して使用いたします。また、研究成果は学会や学術雑誌で発表されますが、その際も個人を特定できる情報は公表いたしません。

【研究責任者】
　　聖マリアンナ医科大学　スポーツ医学講座　講師　足利光平
【研究分担者】
　　聖マリアンナ医科大学　スポーツ医学講座　教授　藤谷博人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師　染村嵩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教　室井良太
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究員　田中碧衣
　　　　　　　　　　　　　循環器内科　　　　任期付助教　柚本恵里佳

【問い合わせ・相談先】
　　神奈川県川崎市宮前区菅生２－１６－１　
　　聖マリアンナ医科大学　スポーツ医学講座　准教授　足利光平
　　電話番号（医局）：044-977-9327　　
以上
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